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W
e are FUJIOKA.

人々を
熱くする
伝統

岩﨑 哲さん

小坂 裕一郎さん

林 直男さん

市
民
参
加
の
に
ぎ
や
か
な
２
日
間

熱
気
に
包
ま
れ
る
藤
岡
ま
つ
り

勇
壮
な
山
車
と
お
囃
子
が

心
を
揺
さ
ぶ
る
鬼
石
夏
祭
り

　

７
月
に
市
街
地
の
本
通
り
、
中
央
通
り
、
中

央
公
園
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
、
市
民
参
加
型
の

お
祭
り
で
す
。
諏
訪
神
社
と
富
士
浅
間
神
社
の

祇
園
祭
を
引
き
継
い
だ
宮
神
輿
渡
御
や
、
浴
衣

姿
で
踊
る
「
お
ど
り
大
行
進
」、
子
ど
も
相
撲
大

会
、
市
民
パ
レ
ー
ド
、
子
ど
も
み
こ
し
、
大
人
み

こ
し
、
中
央
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
２
日

間
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

　

２
日
目
の
夕
方
か
ら
始
ま
る
の
は
、
藤
岡
ま

つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
「
祇
園
山
車

行
進
」で
す
。
13
台
の
祇
園
山
車
が
市
街
地
を

巡
行
し
ま
す
。
軽
快
な
祭
り
囃
子
が
響
き
渡
り
、

街
が
に
ぎ
わ
い
と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
後
期
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
、

歴
史
あ
る
お
祭
り
で
、
７
月
中
旬
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
鬼
石
地
区
の
５
町
か
ら
山
車
が
引

き
出
さ
れ
、
鬼
石
市
街
地
を
巡
行
し
ま
す
。

　

急
坂
で
山
車
を
一
気
に
引
き
上
げ
る
「
新

田
坂
の
駆
け
上
が
り
」は
、
鬼
石
夏
祭
り
の
見

ど
こ
ろ
の
一
つ
。
山
車
の
屋
根
に
若
者
が
上

が
り
、
軽
快
な
笛
や
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
、
高
速
で
引
き
回
す
様
は
圧
巻
で
す
。

　

２
日
目
の
夜
に
は
、
５
台
の
山
車
が
一
堂

に
会
し
て
、
笛
や
太
鼓
の
技
と
お
囃
子
を
競

い
合
う
「
寄
り
合
い
」が
行
わ
れ
ま
す
。
寄
り

合
い
で
は
、
各
町
が
順
番
に
お
囃
子
を
打
ち

回
し
た
後
、
５
町
一
斉
の
乱
れ
打
ち
が
行
わ

れ
、
祭
り
は
最
高
潮
を
迎
え
ま
す
。

藤岡まつり実行委員長

藤岡商工会議所 会頭

鬼石夏祭り実行委員長

藤
岡
ま
つ
り

祭
り

鬼
石
夏

藤岡まつりを盛り上げる
ために、商工会議所も市民

の皆さんとともに、積極的に
取り組んでいます。


